
第1回エネルギーの科学研究会
大久保泰邦　　　　

エネルギーの科学研究会代表
日時：２０１１年３月２９日（火）３時－５時４０分
場所：東京大学本郷工学部4号館大学院演習室（242号室）

出席者(敬称略)：

安藤満、加藤文子、高市和義、松島潤、大久保綾子、北澤實雄、山崎由喜、大久保泰邦

議題：
（１）松島先生から余剰エネルギーなど、最近の研究活動と意見交換
（２）東北関東大震災についての意見交換
（３）その他、もったいない学会論文賞についての意見交換など
メモ：

（１）松島先生から余剰エネルギーなど、最近の研究活動と意見交換
松島先生の発表

・東京大学憲章では、国籍、民族、言語などの境を越え、つまり日本を超えて科学・技術を追求することを謳っている。

・EPRは「回収エネルギー」／「投入エネルギー」。

・余剰エネルギーは、「回収エネルギー」から「投入エネルギー」を引いたもの。
・EPRが小さくなれば余剰エネルギーは小さくなる。

・EPRが１０以上であれば、余剰エネルギーは余り変わらないが、１０より小さくなると余剰エネルギーの割合は急激に小さくなる。

・IEAは2006年頃、在来型石油のピークが訪れ、その後非在来型石油、未開発油田などが増加すると報じているが、後者のEPRは小さいので、2006年以降石油量が増加したとしても、余剰エネルギーは減少しているであろう。

・米国の場合、2005年の国内原油のEPRは１０程度である。しかしガソリンを考えると、製造過程64％の原油が失われるので、ガソリンのEPRは３となる。

・DOEは、世界の在来型石油のEPR１０以上は最初の1兆バレル、４以上は次の1－2兆バレル、１以上は次の2－3兆バレルと公表。
・またDOEは、アルバータ州のオイルサンドについて、最初の2兆バレルのEPRは在来型石油より低く、4程度であるが、次の2－4兆バレルのEPRは在来型石油より高いとしている。

http://www.fossil.energy.gov/programs/reserves/npr/Energy_Efficiency_Fact_Sheet.pdf
・日本のエネルギーのEPRを計算した。輸入原油については、エネルギー量を直接計算したのではなく、輸入をするための外貨を稼ぐのに必要なエネルギー量を計算。

・ジェヴォンズ・パラドックスの通り、「省エネルギーなど、技術の進歩はむしろエネルギー消費を増やす」のであるから、省エネ効率は将来を見通す指標にはなりにくい。エネルギー輸入国である日本をEPR的視点で考えれば、高付加価値のモノ・サービスを創出することが、（見掛け）EPR低下を抑制する考えの一つである。日本のモノ・サービスで外貨が稼げなければ、日本だけが原始時代に戻るということ。
議論

・科学の世界は超国家的とのことだが、実生活では、国は税収を上げ、企業は利潤を上げて存続している。もったいない学会の活動は、科学を実生活に降ろしてくること。
・エネルギーの科学研究会は、EPR部会で行っていた在来型・非在来型石油、原子力、水力、地熱、太陽、風力、波力、潮力、バイオ資源などの開発の実態やEPR、余剰エネルギーに関する研究を行い、さらに脱石油社会のあり方も研究する。

・この成果は、低エネルギー社会ワーキングで行っている企業向け講演会のコンテンツとして寄与する。

・エネルギーをお金に換算するとなると、石油価格相場や為替相場を反映するだけになる。エネルギーの科学は、中長期的な観点からお金に換算せず、直接投入エネルギー、回収エネルギー、余剰エネルギーを求めるべき。
・DOEが公表しているアルバータ州のオイルサンドのEPRなど、データを収集し、検証することが必要。

・低エネルギー社会は、お金でエネルギーを買えなくなる社会。
・エネルギーを輸入に頼らないということを考える必要あり。

・太陽光など分散型エネルギーが良い。
（２）東北関東大震災についての意見交換
意見

・地震、津波によって現在１０基の原発と７００万キロワット以上の火力発電がストップ。東京周辺は低エネルギー社会を否応無く実践している。この電力はお金があってももどらない。

・テレビに出ている解説者の放射性物質の健康影響に関する説明は、不正確で何を言っているか分からない。

・公表されている放射線測定のデータは参考になる。産業総合研究所のつくばセンター災害対策中央本部が、詳細な放射線測定結果を公表している。

http://www.aist.go.jp/taisaku/ja/measurement/index.html
・原発から放出されている放射性物質のヨウ素-131は、成長の著しい乳幼児・子供に対する重大なリスクとなる。セシウム-137は生殖器への障害を引き起こすため、乳幼児・子供に加え妊娠の可能性のある女性にとって重大なリスクとなる。

・このためペットボトル等の安全な水は、乳幼児・子供・女性に優先すべきである。
・東京のオフィスでは、計画停電や電車の間引きがあっても通常通りの勤務をしている。仕事を変えようとはしない。

・地震時、ガスのマイコンメーターが自動的にガスを遮断。翌日は顧客から元に戻す方法の問い合わせで大変だった。

・フォールアウト（放射性降下物）は風に乗ってくるので、放射性物質の移動範囲は同心円状にならず、遠方でも高濃度地域ができる。

・岐阜は６０Hz地域であり、東京周辺の計画停電とは無関係で、他人事。それでも水の買占めをしている。

・東北新幹線が、地震警報システムが作動し、緊急停止した。どのようにして停止したのだろうか？

・原始時代とは言わないまでも、江戸時代や戦後間もない時代は、エネルギーは今より少なかったが、良い時代ではないか。

・水戸は揺れた。現在土浦から北の常磐線は不通。有機栽培をしている仲間は、原発から離れた安全な場所に移住して有機栽培を開始。

・東大は卒業式など一切の行事が中止。開講は５月以降。
・地震直後に計画されていた非電化工房の会合を楽しみにしていた。しかし地震で中止。非電化工房の藤村様は「テクテクノロジー革命」という本を出している。

http://www.amazon.co.jp/テクテクノロジー革命―非電化とスロービジネスが未来をひ
らく-ゆっくりノートブック-藤村-靖之/dp/4272320327
・次回はこれを勉強する。発表者は松島先生。

（３）もったいない学会論文賞
意見

論文賞は内規で、年度初めに決めることになっている。Web学会誌からこれはと思う論文を推薦して下さい。推薦していただいたら、審査委員会で検討します。

